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【序論】 
ホタル生物発光では基質であるルシフェリンが Mg2+, ATP 存在下、酵素ルシフェラーゼの作用
によりアデニル化され、次に酸素化され、λ = 560 nm で発光する。この発光効率は約 40%と非
常に高いため、発光波長制御を行う事により、マルチカラーモニタリングや生体内深部バイオイ
メージングの分野への応用が期待されている。ルシフェラーゼ変異体を用いた発光波長制御で
は、既に緑～赤色発光(λmax = 550～630 nm) が実現しているが、ルシフェリンアナログを用い
て基質側から発光波長制御を試みた例は非常に少なく、ルシフェリンの構造と発光との相関関係
は未だ謎に包まれている。もし、ルシフェリンアナログの利用によりルシフェラーゼ変異体と同
等、またはそれ以上の発光制御が可能になれば、ホタル発光系の応用性は飛躍的に上昇すると考
えられる。 
【目的】 
近年のホタルルシフェリンアナログを用いた発光色制御の研究によりホタル生物発光系の発
光波長は、基質のπ電子共役系と置換基により大きく影響を受けるという事が分かってきた。そ
の中で、7 位にハロゲンを置換したホタルルシフェリンアナログ 1b～1e は、ハロゲン置換基の
種類によらず発光波長に顕著な差が表れないという興味深い現象を示した。 
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Fig. 1  7 位ハロゲン化ホタルルシフェリンアナログ 1a～1e 
 
 そこで、本研究では５、７位にハロゲンを置換したハロゲン２置換ホタルルシフェリンアナロ
グ 2a～2d を合成し、その発光活性を調べることとした。その結果、アナログ 2a～2d を合成し、
発光能を測定したので示す。 
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Fig. 2  5,7 位ハロゲン化ホタルルシフェリンアナログ 2a～2d 
 
